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こ
んに
ちは赤ちゃん

ご家族の深い愛情につつまれて誕生した
プリンスとプリンセスのご紹介です。
ご家族は「早く大きくなーれ」と

成長を楽しみにしていることでしょう。
いろいろな可能性を秘めて、
洞爺湖町に誕生した赤ちゃん、

その純粋な瞳は何を見つめているのでしょうか？

２

笠井　風牙くん
　稔さん・麻衣さん
  9月6日生　温8区

(ふうが）
 今枝 そらちゃん

 英理香さん
9月11日生　虻7区

　
　
爺
湖
町
と
豊
浦
町
の
合
同
少
年

　
　
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
「
Ｔ
ユ
ニ
テ

ィ
」
（
平
塚
修
司
監
督
）
の
メ
ン
バ

ー
が
、
11
月
19
日
役
場
を
訪
れ
、
吉

田
茂
副
町
長
へ
、
地
区
大
会
優
勝
の

報
告
と
釧
路
で
行
わ
れ
る
全
道
大
会

へ
の
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　
11
月
13
日
開
か
れ
た
「
バ
ー
モ
ン

ト
カ
ッ
プ
第
18
回
全
日
本
少
年
フ
ッ

ト
サ
ル
大
会
」
室
蘭
地
区
予
選
で
は
、

接
戦
を
制
し
、
昨
年
続
く
2
連
覇
を

決
め
ま
し
た
。

　
な
お
11
月
29
・
30
日
釧
路
で
開
か

れ
全
道
大
会
で
は
、
3
位
を
獲
得
。

　
2
位
ま
で
の
全
国
大
会
出
場
は
、

惜
し
く
も
叶
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

長谷川 叶夢くん
　崇さん・真衣さん
  9月18日生　虻5区

(とあ）
 菊池 紅羽ちゃん
 友希さん・りえさん
9月17日生　虻6区

（くれは）

Ｔ
ユ
ニ
テ
ィ

　
地
区
優
勝
で

　
　
全
道
へ

Ｔ
ユ
ニ
テ
ィ

　
地
区
優
勝
で

　
　
全
道
へ

洞

地区優勝を報告するTユニティのメンバー地区優勝を報告するTユニティのメンバー



　
　
成
20
年
度
上
半
期
（
4
月
1
日

　
　
〜
9
月
30
日
）
の
執
行
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
今
年
度
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

創
設
に
よ
り
、
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
昨
今
の
新
聞
紙
上
な
ど
の
報

道
を
見
ま
す
と
、
制
度
の
不
備
が
指

摘
さ
れ
る
な
ど
批
判
が
集
中
し
て
い

る
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
今
後
の
動
向
に
注
視
し
な
が

ら
の
会
計
運
営
が
続
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　
一
般
会
計
に
お
い
て
は
、
昨
年
度

か
ら
サ
ミ
ッ
ト
開
催
準
備
予
算
費
が

計
上
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
7
月

に
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
、
こ
の
た

め
、
歳
出
の
執
行
率
で
昨
年
を
若
干

上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま

え
、
歳
入
歳
出
の
執
行
面
か
ら
の
歳

入
確
保
又
は
歳
出
削
減
に
努
め
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
町
の
財
政

状
況
に
つ
い
て
更
な
る
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
き
、
よ
り
よ
い
町
財
政
の

運
営
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
内
容
な
ど
に
つ
い
て
、
ご
不
明
な

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
税
務
財
政
課
財

政
係
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
予
算
現
在
額
79
億
9
、
6
2
6
万

2
千
円
に
対
し
、
歳
入
44
・
5
%
、

歳
出
38
・
9
%
の
執
行
率
で
歳
入
が

歳
出
を
5
・
6
%
上
回
っ
て
お
り
ま

す
。

　
予
算
現
在
額
15
億
8
、
0
5
4
万

2
千
円
に
対
し
、
歳
入
33
・
2
%
、

歳
出
41
・
4
%
の
執
行
率
と
な
っ
て

い
ま
す
。
例
年
同
様
、
保
険
給
付
費

の
伸
び
が
高
く
、
歳
入
不
足
額
を
基

金
運
用
費
で
補
っ
て
い
ま
す
。

　
予
算
現
在
額
12
億
9
、
7
9
7
万

5
千
円
に
対
し
、
歳
入
40
・
6
%
、

歳
出
59
・
3
%
の
執
行
率
と
な
っ
て

い
ま
す
。
下
水
道
工
事
な
ど
に
係
る

国
庫
補
助
金
、
起
債
な
ど
が
下
半
期

の
収
入
と
な
る
こ
と
か
ら
、
歳
入
不

足
額
を
基
金
運
用
で
補
っ
て
い
ま
す
。

　
予
算
現
在
額
2
億
3
1
4
万
1
千

円
に
対
し
、
歳
入
77
・
4
%
、
歳
出

88
・
9
%
の
執
行
率
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
会
計
は
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
創
設
に
よ
り
役
割
を
終
え
て

い
ま
す
が
、
経
過
措
置
と
し
て
一
定

期
間
会
計
が
存
続
す
る
こ
と
と
さ
れ

ま
す
。

　
予
算
現
在
額
7
億
4
、
0
4
9
万

1
千
円
に
対
し
、
歳
入
45
・
0
%
、

歳
出
37
・
3
%
の
執
行
率
と
な
っ
て

い
ま
す
。こ
の
会
計
は
、要
保
護
（
要

支
援
）
へ
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

に
係
る
も
の
で
す
。

　
予
算
現
在
額
1
億
1
、
0
3
6
万

7
千
円
に
対
し
、
歳
入
45
・
7
%
、

歳
出
44
・
7
%
の
執
行
率
と
な
っ
て

い
ま
す
。
歳
入
が
多
い
の
は
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
に
よ
る
も
の
で
す
。

こ
の
会
計
は
、
洞
爺
地
区
の
給
水
事

業
の
係
る
も
の
で
す
。

　
予
算
現
在
額
1
億
3
、
3
9
8
万

8
千
円
に
対
し
、
歳
入
35
・
4
%
、

歳
出
21
・
7
%
の
執
行
率
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
会
計
は
、
制
度
改
正

に
よ
り
今
年
度
新
た
に
創
設
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　
一
時
借
入
金
は
、
経
理
資
金
が
不

足
す
る
際
に
一
時
的
に
銀
行
等
か
ら

借
り
入
れ
、
年
度
内
に
償
還
す
る
お

金
で
す
。

　
ま
た
、
利
子
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

基
金
か
ら
一
時
的
に
借
り
入
れ
ま
す
。

　
地
方
債
は
、
投
資
的
事
業
（
道
路

の
整
備
・
建
物
の
建
築
等
）
に
充
て

る
た
め
に
借
り
入
れ
、
年
度
を
越
え

て
償
還
す
る
も
の
で
す
。

３

【
一
般
会
計
】

【
国
民
健
康
保
険

　
　
　
特
別
会
計
】

【
公
共
下
水
道
事
業

　
　
　
　
特
別
会
計
】

【
老
人
保
健

　
　
　
　
特
別
会
計
】

【
介
護
保
険

　
　
　
　
特
別
会
計
】

【
簡
易
水
道
事
業

　
　
　
　
特
別
会
計
】

【
後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　
　
特
別
会
計
】

【
一
時
借
入
金
・

　
　
　
基
金
運
用
】

【
地
方
債
】

平成2 0年度

各会計予算

上半期執行状況

平成2 0年度

各会計予算

上半期執行状況

税務財政課　財政係　　74-3003税務財政課　財政係　　74-3003

平



４

①
当
町
は
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
健
全
化

判
断
比
率
の
う
ち
実
質
公
債
費
比
率
が
、
平
成
20
年
度
算
定
に
お
い
て
も
29
・

9
%
（
3
カ
年
平
均
）
と
高
水
準
に
あ
り
、
法
律
が
本
格
適
用
と
な
る
平
成
21

年
度
に
は
財
政
の
早
期
健
全
化
団
体
と
な
り
ま
す
。

②
毎
年
、
歳
入
不
足
か
ら
多
額
の
基
金
取
崩
し
を
実
施
し
て
お
り
、
基
金
残
高

は
激
減
し
て
い
ま
す
。

③
こ
の
た
め
、
数
年
以
内
に
は
赤
字
団
体
と
な
り
、
こ
の
歳
入
不
足
を
改
善
し

な
け
れ
ば
、
実
質
赤
字
比
率
又
は
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
で
財
政
の
早
期
健
全

化
団
体
更
に
は
財
政
再
生
団
体
の
基
準
を
超
え
る
こ
と
も
十
分
予
想
さ
れ
ま
す
。

④
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
現
在
、
職
員
給
与
の
独
自
削
減
を
は
じ
め
と
す
る

歳
出
の
削
減
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
受
益
者
負
担
の
あ
り
方
な
ど
の
見
直

し
を
図
り
、
財
政
健
全
化
の
方
向
性
を
探
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

⑤
な
お
、
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
町
民
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

⑥
以
下
、
法
律
の
財
政
早
期
健
全
化
、
財
政
の
再
生
、
更
に
は
公
営
企
業
の
経

営
の
健
全
化
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
１
）
健
全
化
計
画

　
健
全
化
判
断
比
率
（
実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費

比
率
、
将
来
負
担
比
率
）
の
う
ち
い
ず
れ
か
が
早
期
健
全
化
基
準
以
上
で
あ
る

場
合
に
は
、
財
政
健
全
化
計
画
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
２
）
財
政
健
全
化
計
画
の
策
定
手
続
等

　
財
政
健
全
化
計
画
は
、
当
核
健
全
化
判
断
比
率
を
公
表
し
た
年
度
の
末
日
ま

で
に
議
会
の
議
決
を
経
て
定
め
、
速
や
か
に
、
こ
れ
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、

総
務
大
臣
・
北
海
道
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
毎
年
度
、

実
施
状
況
を
議
会
に
報
告
し
、
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
３
）
国
等
の
勧
告
等

　
早
期
の
健
全
化
が
著
し
く
困
難
と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、
総
務
大
臣
又
は
北

海
道
知
事
が
必
要
な
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

厳
し
い
財
政
状
況
に
つ
い
て

【
財
政
の
早
期
健
全
化
】

町　　　　　　税

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

配 当 割 交 付 金

株式等譲渡所得割交付金

地方消費税交付金

ゴルフ場利用税交付金

自動車取得税交付金

地方特例交付金

地 方 交 付 税

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金

道　支　出　金

財　産　収　入

寄　　附　　金

繰　　入　　金

繰　　越　　金

諸　　収　　入

町　　　　　　債

繰　越　明　許　費

歳　入　合　計

1,240,236

96,000

3,400

1,800

1

110,000

2,000

27,000

4,900

3,687,175

1,500

57,866

291,509

308,589

250,784

21,847

11,920

812,255

112,781

208,054

711,929

34,716

7,996,262

659,116

26,449

1,851

450

72,567

392

8,308

8,029

2,374,622

935

30,104

139,074

9,469

29,800

9,071

12,187

112,782

59,220

3,919

3,558,345

53.1

27.6

54.4

25.0

0.0

66.0

19.6

30.8

163.9

64.4

62.3

52.0

47.7

3.1

11.9

41.5

102.2

0.0

100.0

28.5

0.0

11.3

44.5

科　　目 予算現額 収入済額 収入率

●　一般会計＜歳入＞

財　政　調　整　基　金

減　　債　　基　　金

合 併 地 域 振 興 基 金

み  ん  な  の  基  金

畑地かんがい事業基金

観  光  開  発  基  金

育 英 資 金 貸 付 基 金

町営住宅敷金の基金

備荒資金組合積立金

　合　　　　　　計

洞 爺 総 合 支 所 庁 舎
新　　築　　基　　金

洞 爺 地 域 ふ れ あ い
振　  興　　基　　金

公 営 住 宅 建 設 及 び
維  持  管  理  基  金

国　民　健　康　保　険
給付費支払準備基金
介　護　保　険　給　付　費
支  払  準  備  基  金

707,589

216,506

4,822

676,710

66,285

4,046

31,773

59,836

37,680

24,598

47,480

103

121,180

266,276

2,264,884

●　基金の現在高（単位：千円） （単位：千円）

●　一時借入金の状況 （単位：千円）

一時借入
金現在高
及び基金
運用額

一　般
会　計

国保特
別会計

下水特
別会計 合　計

(100,000)(100,000)

（　）書きは現在高



５

【
財
政
の
再
生
】

（
１
）
財
政
再
生
計
画

　
再
生
判
断
比
率
（
実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費
比

率
）
の
う
ち
い
ず
れ
か
が
再
生
基
準
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、
財
政
再
生
計
画

を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
２
）
財
政
再
生
計
画
の
策
定
手
続
等

①
財
政
再
生
計
画
は
、
議
会
の
議
決
を
経
て
定
め
、
速
や
か
に
、
こ
れ
を
公
表

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
財
政
再
生
計
画
は
、
総
務
大
臣
に
協
議
し
、
そ
の
動
向
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
。

③
財
政
再
生
団
体
は
、
そ
の
計
画
に
基
づ
い
て
予
算
を
調
整
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

④
財
政
再
生
計
画
を
定
め
て
い
る
地
方
公
共
団
体
（
財
政
再
生
団
体
）
は
、
毎

年
度
、
そ
の
実
施
状
況
を
議
会
に
報
告
し
、
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
３
）
国
の
勧
告
等

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
運
営
が
そ
の
財
政
計
画
に
適
合
し
な
い
と
認
め
ら
れ

る
場
合
、
そ
の
他
財
政
の
再
生
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
総

務
大
臣
は
、
予
算
の
変
更
、
財
政
計
画
の
変
更
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る

こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
４
）
地
方
債
の
起
債
の
制
限

　
再
生
判
断
比
率
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
が
財
政
再
生
基
準
以
上
で
あ
る
地
方
公

共
団
体
は
、
財
政
再
生
計
画
に
総
務
大
臣
の
同
意
を
得
て
い
る
場
合
で
な
け
れ

ば
、
災
害
復
旧
事
業
等
を
除
き
、
地
方
債
の
起
債
が
で
き
な
い
。

（
１
）
経
営
健
全
化
計
画

　
公
営
企
業
を
経
営
す
る
地
方
公
共
団
体
は
、
資
金
不
足
比
率
が
経
営
健
全
化

基
準
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、
経
営
健
全
化
計
画
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
２
）
経
営
健
全
化
計
画
の
策
定
手
続
等

　
当
核
資
金
不
足
比
率
を
公
表
し
た
年
度
の
末
日
ま
で
に
、
当
核
年
度
を
初
年

度
と
す
る
公
営
企
業
の
経
営
の
健
全
化
の
た
め
の
計
画
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

【公
営
企
業
の
経
営
の
健
全
化
】

●　一般会計＜歳出＞ （単位：千円）

●　特別会計 （単位：千円） 科　　　目

議　会　費

総　務　費

民　生　費

衛　生　費

労　働　費

農林水産業費

商　工　費

土　木　費

消　防　費

教　育　費

公　債　費

給　与　費

予　備　費

繰越明許費

歳 出 合 計

66,122

601,998

1,182,729

481,989

6,492

162,510

472,353

937,213

400,182

410,013

1,793,751

1,413,011

33,193

34,716

7,996,262

33,049

115,844

392,775

213,457

5,005

15,357

198,269

210,422

199,272

185,787

861,324

676,266

3,106,827

50.0

19.2

33.2

44.3

77.1

9.4

42.0

22.5

49.8

45.3

48.0

47.9

0.0

0.0

38.9

予算現額 支出済額 執行率

国民健康保険特別会計

公共下水道事業特別会計

老人保健特別会計

介護保険特別会計

簡易水道事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

1,580,542

1,297,975

203,141

740,491

110,367

133,988

525,027

526,797

157,164

333,535

50,468

47,461

33.2

40.6

77.4

45.0

45.7

35.4

645,172

769,468

180,646

275,946

49,316

29,120

41.4

59.3

88.9

37.3

44.7

21.7

区　　分　　  予算現額 歳　　入 歳　　出
収入済額 収入率 支出済額 執行率

収
益
的

資
本
的

収入

支出

収入

支出

区　分 予算現額 執行済額 執行率

274,749

258,264

97,249

214,094

134,107

80,860

53,260

116,570

48.8

31.3

54.8

54.4

●　水道事業会計 （単位：千円）

一 般 会 計

公共下水道事業
特  別  会  計

簡易水道事業
特  別  会  計

水 道 事 業
会 　　　計

合　　計

区　　分 当 初 残 償 還 額 現 在 高

16,203,247

5,649,128

836,469

1,391,653

24,080,497

723,639

257,840

27,321

91,328

1,100,128

15,479,608

5,391,288

809,148

1,300,325

22,980,369

●　地方債の状況 （単位：千円）



　
　
　
　

①
北
海
道
全
体
の
経
済
効
果

　
報
道
を
通
し
た
Ｐ
Ｒ
効
果
（
北
海

道
・
洞
爺
湖
の
地
名
発
信
）

　
媒
体
を
国
内
の
新
聞
・
雑
誌
・
テ

レ
ビ
、
海
外
の
新
聞
・
雑
誌
・
テ
レ

ビ
。
対
象
期
間
を
平
成
19
年
４
月
〜

平
成
20
年
７
月
。
試
算
根
拠
を
広
告

費
換
算
と
し
て
、
結
果
は
約
１
、
０

１
３
億
円
（
7
/
5
〜
11
:
約
５

３
０
億
円
）

６

北海道洞爺湖サミット
を終えて

　北海道洞爺湖サミットが７月７日から９日まで洞爺湖町を主会場として行われ無事終了してから５カ月

が経過しました。

　サミット開催の検証を①今回サミットの世界的評価は②サミット開催による経済効果は③サミット開催

による洞爺湖町の変貌（何が残ったのか）④町民の声の４つの観点から行ってみました。

　北海道洞爺湖サミットが７月７日から９日まで洞爺湖町を主会場として行われ無事終了してから５カ月

が経過しました。

　サミット開催の検証を①今回サミットの世界的評価は②サミット開催による経済効果は③サミット開催

による洞爺湖町の変貌（何が残ったのか）④町民の声の４つの観点から行ってみました。

今
回
サ
ミ
ッ
ト
の

　
　
　
　
　
世
界
的
評
価
は
78
点

サ
ミ
ッ
ト
開
催
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
経
済
効
果
は

今　　
回
の
サ
ミ
ッ
ト
参
加
国
は
Ｇ
８

　
　
の
他
、
招
待
国
と
し
て
気
候
変

動
拡
大
会
合
（
中
国
・
イ
ン
ド
・
メ

キ
シ
コ
・
ブ
ラ
ジ
ル
・
南
ア
フ
リ
カ

・
韓
国
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
）
と
ア
フ
リ
カ
開
発
拡
大

会
合
（
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
・
ガ
ー
ナ
・

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
・
セ
ネ
ガ
ル
・
エ
チ

オ
ピ
ア
・
タ
ン
ザ
ニ
ア
）
と
A
U

（
ア
フ
リ
カ
連
合
）
22
カ
国
２
連
合
、

５
つ
の
国
際
機
関
の
参
加
で
、
過
去

最
大
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
で
の
主
要
議
題

は
地
球
温
暖
化
な
ど
環
境
問
題
が
メ

ー
ン
テ
ー
マ
で
、
そ
の
他
、
ア
フ
リ

カ
開
発
、
世
界
経
済
、
大
量
破
壊
兵

器
の
不
拡
散
、
テ
ロ
な
ど
も
議
題
に

の
ぼ
り
、
17
時
間
に
及
ぶ
会
議
時
間

（
ド
イ
ツ
で
は
８
時
間
）
の
中
、
議

論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

の
他
に
各
国
に
よ
る
２
カ
国
協
議
が

あ
り
ま
し
た
。

　
サ
ミ
ッ
ト
終
了
後
、
こ
れ
ま
で
サ

ミ
ッ
ト
に
関
す
る
評
価
を
行
っ
て
き

た
、
カ
ナ
ダ
州
立
ト
ロ
ン
ト
大
学
の

調
査
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
今
回
の
サ
ミ

ッ
ト
に
対
す
る
評
価
は
Ｂ
プ
ラ
ス
で
、

日
本
の
評
価
点
数
で
い
う
と
78
点
と

の
評
価
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
国
内
開

催
の
中
で
最
高
点
の
評
価
で
あ
り
ま

し
た
。
（
沖
縄
評
価
：
74
点
）
福
田

前
首
相
か
ら
も
洞
爺
湖
町
の
歓
迎
体

制
に
つ
い
て
は
、
大
変
好
評
で
あ
っ

た
と
話
さ
れ
、
長
崎
町
長
に
感
謝
の

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。



７

　
※
こ
れ
は
、
道
内
に
事
業
所
を
置

く
広
告
代
理
事
業
者
の
年
間
売
上
高

（
約
9
8
0
億
円
）を
上
回
る
。（
経
済

産
業
省
平
成
19
年
特
定
サ
ー
ビ
ス
産

業
実
態
調
査
速
報
）

②
生
産
波
及
効
果
（
直
接
効
果
・
ポ

ス
ト
サ
ミ
ッ
ト
効
果
）

　
計
測
方
法
を
平
成
12
年
北
海
道
産

業
連
関
表
に
基
づ
く
均
衡
産
出
高
モ

デ
ル
を
利
用
。
雇
用
者
所
得
の
増
加

と
し
た
所
得
効
果
を
反
映
。

　
直
接
効
果
（
プ
ラ
ス
、
マ
イ
ナ
ス

効
果
）
と
ポ
ス
ト
サ
ミ
ッ
ト
効
果

（
国
際
会
議
の
件
数
増
加
、
観
光
客

増
加
）
に
つ
い
て
計
測
。

　
結
果
は
直
接
効
果
（
マ
イ
ナ
ス
効

果
含
む
）
は
約
３
５
０
億
円
、
ポ
ス

ト
サ
ミ
ッ
ト
効
果
は
約
２
８
４
億
円
、

合
計
６
３
４
億
円
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
※
こ
れ
は
、
北
海
道
経
済
へ
の
恩

恵
は
非
常
に
大
き
な
も
の
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

﹇
結
論
﹈

　
ポ
ス
ト
サ
ミ
ッ
ト
効
果
は
、
国
際

会
議
増
加
分
と
観
光
客
増
加
分
を
合

わ
せ
て
（
５
年
間
）
約
２
８
４
億
円

見
込
ま
れ
る
。
し
か
し
、
国
際
会
議

の
開
催
や
観
光
客
の
増
加
が
実
現
す

る
か
ど
う
か
は
、
あ
く
ま
で
も
努
力

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
要
素
を
報
道
を
通
し
た
Ｐ
Ｒ

効
果
を
加
え
る
と
約
１
、
６
４
７
億

円
と
な
り
ま
す
。

町
民
の
声

　
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
に
よ

る
洞
爺
湖
町
の
経
済
効
果

①
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
開
催
決

定
に
よ
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
整
備

・
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
設
置
と
今
後
の

利
用
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
洞
爺
湖
町

内
に
は
一
般
利
用
者
が
手
軽
に
利
用

で
き
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
整
備
が
さ

れ
て
お
ら
ず
、
未
整
備
地
域
で
あ
っ

た
。
今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
開
催
に
向
け

整
備
さ
れ
、
町
内
全
域
の
整
備
計
画

が
現
実
的
と
な
り
ま
し
た
。

・
国
道
２
３
０
号
の
改
良
整
備
と
し

て
、
洞
爺
湖
温
泉
地
区
か
ら
ル
ス
ツ
、

札
幌
方
面
へ
と
続
く
主
要
幹
線
の
道

路
整
備
が
な
さ
れ
こ
れ
ま
で
以
上
の

機
能
向
上
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
（
交

差
点
改
良
、
路
盤
改
良
、
落
石
防
御

壁
、
ガ
ー
ド
ロ
ー
プ
な
ど
）

・
洞
爺
湖
周
辺
の
ト
ン
ネ
ル
内
で
の

携
帯
電
話
不
感
地
帯
解
消
整
備
（
国

道
37
号
、
２
３
０
号
、
高
速
道
路
の

各
ト
ン
ネ
ル
、
他
）

・
国
道
・
道
道
・
町
道
な
ど
道
路
誘

導
板
、
総
合
案
内
板
の
設
置

②
洞
爺
湖
周
辺
の
景
観
整
備

・
廃
屋
な
ど
の
景
観
整
備
と
し
て
、

国
道
２
３
０
号
沿
線
の
廃
屋
、
看
板

な
ど
の
取
り
壊
し
や
公
園
整
備
（
望

羊
台
公
園
、
噴
水
公
園
な
ど
）

・
花
壇
、
飾
花
整
備
と
し
て
、
道
路

沿
線
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
や
街
灯
へ

の
ハ
ン
ニ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
設
置

・
洞
爺
湖
八
景
の
設
置
と
し
て
、
洞

爺
湖
周
辺
の
新
た
な
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン

ト
８
カ
所
を
新
た
に
設
置
。

③
洞
爺
湖
町
情
報
発
信

・
サ
ミ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設

に
よ
り
、
洞
爺
湖
町
の
紹
介
を
英
語

版
も
入
れ
て
新
設
し
、
国
内
外
か
ら

多
く
の
利
用
者
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
数

が
得
ら
れ
ま
し
た
。

・
各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
他
言
語
版

作
成

・
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
紹
介

（
雪
蔵
・
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
・
Ｓ
Ｖ
Ｆ

デ
ー
ゼ
ル
車
両
燃
料
な
ど
）

④
　
洞
爺
湖
温
泉
に
ロ
ジ
本
部
を
設

置
し
た
各
国
の
ホ
テ
ル
利
用
状
況

　
○
ア
メ
リ
カ
：
ホ
テ
ル
萬
世
閣
　

○
ロ
シ
ア
：
湖
畔
亭
　
○
日
本
：
ホ

テ
ル
天
翔
　
（
外
務
省
・
環
境
省
・

防
衛
省
・
厚
生
省
・
国
土
交
通
省
・

北
海
道
）
　
○
イ
ギ
リ
ス
：
北
海
ホ

テ
ル
　
○
Ｅ
Ｕ
連
合
：
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
洞
爺
　
○
イ
タ
リ
ア
・
ド
イ
ツ
・

フ
ラ
ン
ス
・
カ
ナ
ダ
：
サ
ン
パ
レ
ス

　
※
警
備
に
関
わ
る
警
察
関
係
者
に

つ
い
て
は
、
道
内
に
２
１
、
０
０
０

人
（
国
内
全
都
道
府
県
よ
り
）
が
サ

ミ
ッ
ト
警
備
な
ど
に
従
事
し
、
洞
爺

湖
周
辺
の
ホ
テ
ル
・
旅
館
・
ペ
ン
シ

ョ
ン
な
ど
の
宿
泊
施
設
を
利
用
し
ま

し
た
。

　
▼
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ス
タ
ッ

フ
は
大
学
生
も
含
め
十
分
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
旧
洞
泉
閣
で
の
日
本
文

化
紹
介
コ
ー
ナ
ー
は
と
て
も
喜
ば
れ

て
い
ま
し
た
。
生
花
・
茶
道
・
琴
の

体
験
な
ど
日
本
文
化
の
「
香
り
」
を

楽
し
ま
れ
た
と
思
い
ま
す
。
最
終
日

に
は
カ
ナ
ダ
の
代
表
団
の
方
か
ら
バ

ッ
チ
を
頂
き
ま
し
た
。

　
▼
思
っ
た
ほ
ど
海
外
メ
デ
ィ
ア
の

方
が
温
泉
街
を
ぶ
ら
つ
く
こ
と
が
少

な
か
っ
た
の
で
仕
事
が
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
掲
示
物
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
英
語
表
記
が
間
違
っ
て
使
わ
れ

て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
の
で
公
に

す
る
前
に
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
。

　
▼
多
く
の
海
外
の
方
々
が
利
用
頂

き
国
際
交
流
の
体
験
が
で
き
良
い
思

い
出
に
な
り
ま
し
た
。

　
▼
サ
ミ
ッ
ト
の
テ
ー
マ
で
あ
る
環

境
問
題
に
つ
い
て
、
自
分
自
身
も
大

き
な
意
識
付
け
さ
れ
エ
コ
袋
を
使
う

よ
う
に
な
っ
た
。

　
▼
子
ど
も
が
地
球
の
環
境
に
関
心

を
も
っ
て
、
も
の
を
大
切
に
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　
▼
期
間
中
、
大
勢
の
外
国
人
客
を

は
じ
め
サ
ミ
ッ
ト
関
係
者
に
利
用
し

て
も
ら
い
、
開
店
以
来
の
盛
況
で
あ

っ
た
。

サ
ミ
ッ
ト
開
催
に
よ
る

　
　
　
　
　
洞
爺
湖
町
の
変
貌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（何
が
残
っ
た
の
か
）



８

今年も除雪時期がやってきました！！
　いよいよ12月。今年も除雪作業が始まります。主要道路や病院への路線、通学路を優先的
に除雪いたします。作業の安全確保等、みなさまのご協力をお願いします。

　すでに多くの団体、個人のみなさんが活動しています。
　美しい洞爺湖の自然や道路、公園など地域の公共の場をみなさんの手で
きれいにしてみませんか？

【登録状況】○個人22名○ 団体16団体（487 名）（11月25 日現在）
   ※登録は引き続き受け付けています。

生活環境課（   ７４－３００６）

旧虻田町・旧洞爺村指定ごみ袋を一時的に販売します！

   町村合併に伴い、新「洞爺
湖町指定ごみ袋」を使用して
いただいておりますが、合併
以前に作成した旧町村名の印
刷された指定ごみ袋の一部が
残っていることから、12月１
日（月）より指定ごみ袋取
扱店にて販売いたします。
   新旧のゴミ袋が混在して販
売されることになりますが、
旧ごみ袋は通常どおり回収い
たしますので、みなさんのご
理解・ご協力をお願いします。

○販売する旧町村のゴミ袋の種類
      ※旧町村区域内でのみご使用ください。

  旧虻田町          旧洞爺村

種類

燃やせるごみ
２０ 、１０ 

ごみ処理券

燃やせるごみ
１０ 

燃やせないごみ
４０ 

燃やせないごみ
４０ 、２０ 、１０

○路上駐車はやめてください。
  路上駐車などは、除雪作業の妨げになりますので、絶対にやめましょう。

○道路に雪を捨てないでください。
  屋根の雪などは、各戸で責任を持って片付けてください。道路へ出すと
  交通の妨げになりますので絶対に止めましょう。
  町民のみなさまのご理解・ご協力をお願いします。

○消火栓の確保
  万一の火災に備え、消防署では消火栓・防火水槽の除雪を行っていま
  すので、周囲に雪を捨てないでください。また、近くに駐車しないよ
  うにしてください。

まち美化ボランティア



収納対策推進本部からのお知らせ

12月は徴収強化月間です。納め忘れはありませんか？
　大多数の町民の皆様には、義務として町税等を決められた期間内に自主納付いただいており
ますが、一部の滞納者の中には滞納理由が悪質であったり、納付の誠意が無いと判断される場
合があります。このことから、以下に該当する方については法令に基づいた厳しい対応を実施い
たしますので、町税等に納め忘れや滞納のある方は、至急納付をお願いし
ます。 万一、全額納付が困難な場合は、必ず担当課まで来庁し納付相
談をされるようお願いします。

◎ 決められた期間内に納付されない方
◎ 未納のまま放置し納付の意思が認められない方
◎ 滞納理由が悪質で、誠意が無いと判断される方

税：町民税、固定資産税、軽自動車税、法人町民税、国民健康保険税　　　担当： 税務財政課【76-3003】

！ 差押処分 （法令に基づいた滞納処分） の実施

※滞納処分のため、必要な場合は職場への給与調査や金融機関への預金調査、保険会
社への生命保険調査などを実施します。
※タイヤロック（車の車輪止め）を実施します。自動車等を差押えた場合は、滞納
者に保管命令を行い、その後も納税されない場合は、自動車等を引揚げて公売します。
なお、タイヤロックの対象は、軽自動車税とは限りません。道町民税や固定資産税、その
他の滞納がある場合もタイヤロックの対象となりますのでご注意願います。

！

※未納になっている住宅使用料を納めていただくため、民事調停及び民事訴訟により、住宅を明け渡していただく手
続きを実施します。

町営住宅のあけわたし請求（民事調停及び民事訴訟）の実施

！ 連帯保証人への納付指導依頼実施

※入居者の連帯保証人から、滞納になっている家賃を納付いただくよう依頼を実施します。

町営住宅使用料　 担当： 建設課【76-3007】

　 町税や使用料等の収入
は、行政を推進するため
に欠かせない貴重な財源
です。
　 納め忘れや滞納がある
方は必ず納付、納付相談
をされるようお願いいた
します。

【税務財政課収納対策室】

災害援護資金貸付金・介護保険料 担当： 健康福祉課【76-3001】

！ 災害援護資金貸付金～ 連帯保証人への請求行為実施

！ 介護保険料～ 給付制限の実施（ 給付減額など）

※ 保険給付が制限されたり、減額される場合があります。

担当： 上下水道課【76-3008】上下水道料

！ 給水停止

※ 納付する意思が見られない場合は給水を停止します

徴収のため、自宅や職場などに直接訪問する場合がありますことをご了承願います。
 

９

※ 連帯保証人から、滞納になっている貸付金を納付いただくよう依頼を実
施します。
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内
の
小
中
高
生
ら
が
集
い
、
合 

 
 

唱
や
器
楽
演
奏
な
ど
を
披
露
す

る
、
芸
術
の
秋
恒
例
「
第
15
回
洞
爺

湖
子
ど
も
芸
術
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
（
主
催
同
実
行
委
員
会
）
が
、

11
月
7
日
洞
爺
湖
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　
虻
田
高
校
吹
奏
学
部
の
ク
ラ
リ
ネ

ッ
ト
演
奏
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
各
小

中
学
校
か
ら
は
、
文
化
祭
な
ど
で
披

露
さ
れ
た
演
目
が
次
々
と
発
表
さ
れ
、

来
場
者
の
盛
ん
な
拍
手
を
う
け
ま
し

た
。

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
虻
中
、
温
中
、

洞
中
と
虻
高
の
生
徒
ら
に
よ
る
合
同

合
唱
。
文
化
セ
ン
タ
ー
全
体
に
迫
力

あ
る
歌
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

芸術の秋に文化発表
子ども芸術文化フェスティバル開く

洞爺高校生　
ウチダザリガニの生態学ぶ

 

　
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
と
国 

 
 

税
庁
が
主
催
す
る
平
成
20
年
度

中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
で
、
虻
田
中
学
校
か
ら
５
人

の
生
徒
が
入
選
を
果
た
し
、
11
月
13

日
に
同
校
で
表
彰
伝
達
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
入
選
者
は
次
の
と
お
り
。

▽
西
胆
振
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
優

秀
賞
　
濱
本
美
咲
さ
ん
（
虻
中
１

年
）
・
大
久
保
瑠
伽
さ
ん
（
虻
中
１

年
）

▽
洞
爺
湖
町
長
賞
　
山
崎
久
瑠
美
さ

ん
（
虻
中
１
年
）

▽
洞
爺
湖
町
教
育
長
賞
　
杉
野
瑞
季

さ
ん
（
虻
中
１
年
）

▽
洞
爺
湖
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

優
秀
賞
　
児
玉
安
里
紗
さ
ん
（
虻
中

１
年
）

中学生の税についての作文
虻田中から５人が見事入選

　
　
月
17
日
か
ら
町
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

　
　
人
国
際
芸
術
文
化
協
会
が
主
催

す
る
「
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
記
念
・
国
際

交
流
北
海
道
墨
彩
画
選
抜
展
」
が
、

役
場
ロ
ビ
ー
で
開
か
れ
、
初
日
に
は
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
展
は
「
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
開
催

を
契
機
に
、
共
通
の
墨
の
文
化
を
通

し
て
、
東
ア
ジ
ア
の
交
流
を
図
り
た

い
」
と
企
画
さ
れ
、
今
年
6
月
か
ら

全
道
６
市
町
村
を
巡
回
。
各
地
で
公

表
を
博
し
、
最
後
の
展
示
と
な
っ
た

役
場
ロ
ビ
ー
に
も
多
く
の
来
場
者
が

訪
れ
、
墨
や
顔
彩
を
使
っ
た
独
特
の

タ
ッ
チ
の
墨
菜
画
を
熱
心
に
見
て
い

ま
し
た
。

サミット記念の墨彩画展開催
墨の文化を通じて文化交流を

●
ま
ち
の
わ
だ
い
●

●
ま
ち
の
わ
だ
い
●

町

全11

 

　
定
外
来
種
の
ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ 

 
 

の
駆
除
を
通
し
て
、
環
境
問
題

を
考
え
よ
う
と
、
10
月
12
日
環
境
省

洞
爺
湖
自
然
保
護
官
事
務
所
が
主
催

す
る
「
ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ
駆
除
学
習

会
」
が
洞
爺
高
校
3
年
生
15
人
が
参

加
し
て
、
洞
爺
湖
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
鈴
木
祥
之
自
然
保
護
官

か
ら
、
ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ
の
実
態
に

つ
い
て
詳
し
い
話
を
聞
い
た
後
、
地

元
の
ダ
イ
バ
ー
ら
が
洞
爺
湖
に
潜
り
、

湖
底
で
の
様
子
を
映
像
で
伝
え
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
前
日
か
ら
仕
掛
け
て
あ

っ
た
か
ご
を
引
き
上
げ
、
捕
獲
し
た

ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ
一
つ
ひ
と
つ
の
固

体
調
査
を
行
い
、
ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ

を
消
滅
す
る
方
法
な
ど
を
議
論
し
ま

し
た
。

特

迫力ある合同合唱恐々とザリガニを見る生徒ら

入選した虻田中の生徒の皆さん記念撮影する受賞者と関係者ら

迫力ある合同合唱恐々とザリガニを見る生徒ら

入選した虻田中の生徒の皆さん記念撮影する受賞者と関係者ら





　・
社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
た
の
に

喪
失
届
け
を
忘
れ
る
と
、
保
険
税
が

そ
の
ま
ま
徴
収
さ
れ
ま
す
の
で
、
必

ず
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

・
国
保
に
加
入
す
る
場
合
の
資
格
取

得
日
は
、
届
け
出
の
あ
っ
た
日
で
は

な
く
社
会
保
険
な
ど
の
資
格
を
 喪
失

し
た
日
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

・
届
け
出
は
２
週
間
以
内
に
し
て
く

だ
さ
い
。
 

・
会
社
を
退
職
し
て
も
そ
の
ま
ま
社

会
保
険
の
任
意
継
続
を
す
る
場
合
や

社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
る
親
 な
ど

の
扶
養
に
入
る
場
合
、
期
間
を
お
か

な
い
で
再
度
社
会
保
険
な
ど
に
加
入

さ
れ
る
場
合
は
、
国
保
の
届
出
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。
 

　
問
合
せ
　
国
保
医
療
係

　
　
74
ー
3
0
0
2

12

異
動
が
あ
っ
た
ら

国
民
健
康
保
険
の
届
け
出
を
 

◎　一人当たり診療費が高い

◎　受診率が高い

◎一回当り診療費が高い

H19順位 (H18順位) 疾　　　病　　　名 総額診療費

H19順位 (H18順位) 疾　　　病　　　名

H19順位 (H18順位) 疾　　　病　　　名

受診率 受診件数

１件当り診療費

1
2
3
4
5

(1)
(3)
(2)
(7)
(－)

1
2
3
4
5

(1)
(2)
(9)
(4)
(3)

1
2
3
4
5

(－)
(－)
(2)
(1)
(7)

脳　梗　塞
その他の神経系疾患
統合失調症、及び妄想性障害
脳　内　出　血
骨　折

脳　梗　塞
統合失調症、及び妄想性障害
骨　折
脳　内　出　血
糖　尿　病

膵　疾　患
頭蓋内損傷及び内蔵の損傷
白　血　病
その他の感染症及び寄生虫症
その他の神経系の疾患

165,115,970円
83,705,740円
83,296,690円
67,227,910円
60,344,530円

10.36％
6.53％
4.11％
3.77％
3.43％

365件
230件
145件
133件
121件

1,241,720円
948,714円
869,647円
865,380円
804,863円

　前回の広報では、概要についてお知らせしましたが、
調査の結果、要因・金額等が判明しましたので、その
状況をお知らせいたします。　　　　　　　　　　　

1.未請求の発生した医療制度・高額療養費制度の概要
　町は医療制度の助成措置として、重度心身障害者、
ひとり親家庭等及び乳幼児の方を対象に、自己負担額
の一部を負担していますが、高額療養費が発生した場
合には、制度上、町がこの高額療養費を立替えて負担
していますので、町は本人からの代理申請の委任を受
け、社会保険や国保の医療保険機関に請求することに
なります。
　今回の未請求では、この手続きについて、国保加入
者には行っていましたが、国保以外の社会保険等の加
入者（政府管掌保険、健保組合、共済組合等）に対す
る手続きがなされていませんでした。

2.未請求となった期間及び要因
　旧虻田町では、平成12年度の有珠山噴火災害以降か
ら、旧洞爺村では本制度が発足した昭和50年以降から
で合併後の洞爺湖町でも行われていませんでした。
　要因としては、制度に対する取扱いの認識不足のほ
か、旧虻田町においては、有珠山噴火災害の復旧に起
因する不十分な事務引継ぎ等が要因となっています。

3.未請求の金額及び再発防止の対応策
　関係書類が保存されている平成15年度以降からの調
査結果は、時効分が144件で1,610万円、時効前が56件
の680万円で合計200件の2,290万円です。　　
　時効前の56件 680万円については、本人からの代理
委任を受け、それぞれの保険医療機関に請求済です。
　
　再発防止策の具体策の主なものは、電算システムで
の再チェック体制のための業務の追加、職員の事務引
継ぎ体制の見直しの検討及び事務処理における確認作
業の徹底などを行っていきます。

高額療養費の未請求について　　

 
・洞爺湖町国民健康保険加入者で平成19年度入院にかかる年間計を疾
病別諸率上位５位までを集計しました。    
・病気の早期発見のため定期的に町の特定健診等を受診してください。    
  「病類別疾病分類表年間計より」

洞爺湖町の受診状況は？ 洞爺湖町の受診状況は？ 洞爺湖町の受診状況は？ 



 

　
後
の
生
活
を
支
え
る
柱
と
し
て

　
　
欠
か
せ
な
い
の
が
年
金
で
す
。

し
か
し
年
金
記
録
の
問
題
が
社
会
問

題
に
な
り
、
社
会
不
安
を
招
い
て
い

ま
す
。
今
回
の
相
談
も
そ
の
よ
う
な

問
題
も
含
め
て
年
金
制
度
全
体
に
つ

い
て
理
解
を
し
て
い
た
だ
き
、
身
近

で
大
切
な
も
の
と
し
て
考
え
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
室
蘭
社
会
保
険
事
務
所
の

職
員
の
方
が
相
談
員
と
し
て
、
対
応

し
ま
す
。

■
日
　
時
　
12
月
16
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
か
ら

　
　
　
　
　
午
後
３
時
30
分
ま
で

■
場
　
所
　
洞
爺
湖
町
役
場
３
０
２

　
　
　
　
　
号
会
議
室

　
※
年
金
手
帳
等
を
ご
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ
　
住
民
課
戸
籍
年
金
係

　
　
　
　
　
　
74
ー
３
０
０
２
　

老 年
金
事
務
相
談
所

　
　
　
　
開
設
の
ご
案
内

あ
な
た
の
た
め
・み
ん
な
の
た
め
の
年
金
だ
よ
り

…
そ
こ
が
知
り
た
い

　国民年金には、経済的な理由等で国民年金保険料を納めることが
困難な場合には、本人・配偶者・世帯主の前年の所得が一定額以下
の方が申請することで、保険料の納付が免除される「保険料免除制
度」があります。
　ただし、失業※１、倒産※１、事業の廃止※１、天災などが原因
で所得が無くなったことにより国民年金の保険料が納付できない方
は、その事実が確認できる公的機関の証明書等※２の写しを添付し
ていただくと、その方の前年所得は審査対象外となります。

※1免除を申請する日の属する年度またはその前年度に失業(離職)
された方が対象です。　　　　
※2「雇用保険受給資格者証」「雇用保険被保険者離職票」「離職
者支援資金の貸付決定通知」など

○保険料免除制度の申請は、役場・洞爺総合支所・温泉支所等の国
民年金担当窓口また　は最寄りの社会保険事務所で行ってください。
　なお、申請の際には公的機関の証明書のほかに次のものをお持ち
ください。

　①年金手帳または基礎年金番号のわかるもの　②印鑑（（本人署
　名の場合は不要）
　③他の市区町村から転入された方は、前年の所得を証明するもの
　（所得証明書等）

申請者(本人)の前年所得 配偶者の前年所得 世帯主の前年所得

一般の免除申請

申請者(本人)が失業した
ことによる特例申請

審査対象 審査対象 審査対象

審査対象 審査対象審査対象外

国民年金保険料は、退職（失業）等による
　　　　　　　　　　　　　特例免除があります
国民年金保険料は、退職（失業）等による
　　　　　　　　　　　　　特例免除があります。

※配偶者または世帯主が失業した場合にもそれぞれ所得審査対象外となります。

わ
た
し
の
う
た

短
　
歌

俳
　
句

【
あ
ぷ
た
俳
句
会
】
十
一
月
定
例
会

【
あ
ぶ
た
短
歌
会
】
十
一
月
定
例
会

小
春
日
を
巻
い
て
包
ん
で
草
ロ
ー
ル
　
　
　
　
　
　
塩
　
川
　
サ
チ
子

ど
の
顔
も
や
ん
ち
ゃ
に
戻
る
暮
の
宿
　
　
　
　
　
　
那
　
須
　
伶
　
子

弓
な
り
に
街
の
灯
を
寄
せ
秋
の
湾
　
　
　
　
　
　
　
菅
　
原
　
敏
　
子

爺
と
婆
窓
に
は
り
つ
く
秋
の
宿
　
　
　
　
　
　
　
　
小
笠
原
　
　
　
勇

衿
立
て
て
有
珠
冠
雪
の
街
を
行
く
　
　
　
　
　
　
　
三
　
瓶
　
　
　
修

晩
秋
の
人
拾
ひ
ゆ
く
福
祉
バ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
井
　
村
　
育
　
子

秋
の
杜
人
の
気
配
の
よ
う
な
風
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
　
野
　
知
　
子

万
葉
の
世
界
に
ひ
た
る
秋
の
夜
　
　
　
　
　
　
　
　
白
　
井
　
み
　
え

も
り

月
例
の
歌
会
に
集
ふ
よ
ろ
こ
び
を

　
　
　
い
か
に
つ
た
へ
む
遠
き
に
住
む
歌
友
え
　
　
山
　
本
　
　
　
孝
　

目
覚
む
れ
ば
ま
ず
浴
室
に
急
ぎ
ゆ
く

　
　
　
習
ひ
と
な
り
ぬ
コ
オ
ロ
ギ
の
安
否
　
　
　
　
太
　
田
　
　
　
智

買
物
を
す
る
に
も
近
く
に
店
も
な
く

　
　
　
不
自
由
な
暮
し
に
洞
爺
を
忍
ぶ
　
　
　
　
　
伊
　
藤
　
静
　
子

秋
の
空
降
っ
て
は
晴
れ
て
万
歩
計

　
　
　
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
数
満
た
し
お
り
　
　
　
　
元
　
田
　
フ
ジ
子

同
窓
に
身
罷
り
し
幾
人
と
伝
へ
き
き

　
　
　
無
縁
に
過
せ
し
星
霜
お
も
ふ
　
　
　
　
　
　
赤
　
塚
　
瑛
　
子

招
か
ざ
る
冬
将
軍
が
現
れ
て

　
　
　
有
珠
山
白
く
化
粧
を
な
せ
る
　
　
　
　
　
　
北
　
島
　
加
　
代

路
傍
に
散
り
た
る
落
葉
を
踏
み
ゆ
く
に

　
　
　
秋
の
終
り
の
ひ
び
き
か
ろ
や
か
　
　
　
　
　
大
　
西
　
芳
　
子

妻
病
め
ば
我
が
手
で
漬
け
ん
越
冬
の

　
　
　
大
根
干
し
つ
つ
立
冬
間
近
　
　
　
　
　
　
　
室
　
野
　
晃
　
慶

交
響
曲
奏
で
る
如
く
き
ら
き
ら
と

　
　
　
夕
映
え
散
ら
し
て
湾
ま
ぶ
し
か
り
　
　
　
　
大
久
保
　
と
み
乃

と
も

み
ち
か
た

13
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震
が
発
生
し
た
時
に
起
こ
る
火

　
　
災
が
、
地
震
に
よ
る
被
害
よ
り

何
倍
に
も
大
き
く
、
過
去
の
事
例
か

ら
も
明
ら
か
で
す
。

　
地
震
の
出
火
原
因
と
し
て
、
電
気

ス
ト
ー
ブ
や
配
線
な
ど
の
電
気
関
係
、

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
ガ
ス
関
係
、
石

油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
が
主
な
も
の
と
し

て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

○
初
期
消
火

　
突
然
に
大
き
な
地
震
の
揺
れ
に
あ

っ
た
時
は
、
ま
ず
自
分
の
身
を
守
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
慌
て
て
行
動
す

る
こ
と
な
く
、
周
囲
の
状
況
を
み
て

揺
れ
が
収
ま
っ
た
ら
す
ぐ
に
火
を
始

末
し
ま
し
ょ
う
。

　
初
期
の
う
ち
は
消
火
器
で
も
消
せ

ま
す
が
、
大
き
な
声
で
近
所
に
助
け

を
求
め
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

○
電
気
火
災
を
防
ぐ

　
地
震
に
よ
り
停
電
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
電
気
が
復
旧
し
た
時

に
地
震
の
揺
れ
で
転
倒
し
た
電
気
器

具
が
作
動
し
て
火
災
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
避
難
す
る
時
に
は
電
気

ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
り
、
電
気
器
具
は

コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
い
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

○
ガ
ス
漏
れ
を
防
ぐ

　
避
難
す
る
時
に
は
、
ガ
ス
ボ
ン
ベ

の
元
栓
を
閉
め
て
、
ガ
ス
漏
れ
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ガ
ス
ボ
ン
ベ

は
、
チ
ェ
ー
ン
等
で
固
定
し
転
倒
防

止
を
行
い
、
普
段
か
ら
の
対
策
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

○
ス
ト
ー
ブ
の
対
処

　
避
難
な
ど
前
に
は
、
火
が
消
え
た

か
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

ふ
だ
ん
か
ら
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
は

燃
え
や
す
い
物
な
ど
は
、
置
か
な
い

よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
月
4
・
5
日
の
両
日
、
洞
爺
湖

　
　
消
防
団
1
、
2
分
団
の
女
性
団

員
が
本
町
地
区
の
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
宅
を
訪
れ
、
寒
さ
が
厳
し
く
な

る
冬
を
前
に
ス
ト
ー
ブ
や
ガ
ス
コ
ン

ロ
な
ど
の
火
気
を
使
用
す
る
器
具
の

周
り
を
点
検
し
、
女
性
な
ら
で
は
の

ソ
フ
ト
な
対
応
で
安
全
・
安
心
と
火

の
用
心
を
訴
え
て
、
高
齢
者
に
喜
ば

れ
て
い
ま
し
た
。

消
防
だ
よ
り

洞爺湖消防署(　76-2119)・温泉分署(　73-1119)・洞爺支署(　87-2119)・『火災・救急・救助119番』

12
月
の
広
報
テ
ー
マ

「
住
宅
防
火
対
策
の
推
進
」

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
を

　
　
　
女
性
消
防
団
員
が
訪
問

1 0
月
の

●
火
災
件
数
　
2
件

●
救
急
件
数
　
3 6
件

地

11

地
震
発
生
時
の

　
　
　
　
　
出
火
防
止

統
一
標
語

「
火
の
し
ま
つ 

君
が
し
な

　
　
　
く
て 

 

誰
が
す
る
」

　平成19年度西胆振消防組合決算概要をお知らせします。
　歳入では、歳入グラフのとおり自主財源の消防負担金が最も大きく、
構成市町の規模（人口、財政、職員数、団員数、指定防火対象物数）等
により負担率が決められています。
　歳出では、歳出グラフのとおり給与費が最も大きく、消防費がそれに
続き、消防本部、各消防署（支署）・消防団の資機材整備及び活動経費
に充てられています。

西胆振消防組合平成1 9年度決算概要

歳入合計
15億8086万1千円

消防負担金　90.89％

使用料及
び手数料
0.27％

道支出金
1.27％

財産収入
0.09％

繰入金
1.95％

繰越金
2.76％

諸収入
2.77％

歳出合計
15億3237万3千円

議会費　0.04％

消防費　19.75％

監査委員費　0.02％

公債費　6.19％

給与費　74.01％

【歳入】
1 .消防負担金
(内訳)　　　   伊達市
　　　　　　　洞爺湖町
　　　　　　　　豊浦町
　　　　　　　　壮瞥町
2 .使用料及び手数料
3 .道支出金
4 .財産収入
5 .繰入額
6 .繰越金
7 .諸収入

1.580.861
1.436.830
　685.758
　417.685
　168.816
　164.571
　　4.299
　 20.122
　　1.423
　 30.870
　 43.561
　 43.756

単位：千円

1 .議会費
2 .監査委員費
3 .消防費
4 .給与費
5 .公債費

1.532.373
　　　586
　　　295
　302.659
1.134.039
　 94.794
　　

【歳出】
単位：千円



　
　
成
18
年
の
医
療
制
度
改
革
に
お

　
　
い
て
、
平
成
27
年
度
ま
で
に
糖

尿
病
予
備
軍
を
25
%
削
減
す
る
こ
と

を
目
標
に
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
特
定
検
診
・
特

定
保
健
指
導
」
の
実
施
が
各
保
険
者

に
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
洞
爺
湖

町
で
も
、
今
年
の
4
月
か
ら
洞
爺
湖

町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

40
〜
74
歳
の
方
に
対
し
、
特
定
検

診
・
特
定
保
健
指
導
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　
洞
爺
湖
町
の
死
亡
統
計
を
み
る
と
、

が
ん
・
脳
血
管
疾
患
で
亡
く
な
る
比

率
が
全
道
・
全
国
平
均
に
比
べ
て
高

く
、
特
に
心
疾
患
に
よ
る
死
亡
は
全

道
・
全
国
の
倍
以
上
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
過
去
5
年
間
の
虚
血
性

心
疾
患（
狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
な
ど
）

と
脳
血
管
疾
患
（
脳
梗
塞
・
脳
出
血

な
ど
）
に
よ
る
死
亡
状
況
を
年
齢
別

に
み
る
と
、
働
き
盛
り
の
40
代
か
ら

脳
血
管
疾
患
、
50
代
か
ら
虚
血
性
心

疾
患
に
よ
る
死
亡
が
増
え
は
じ
め
、

特
に
男
性
に
目
立
ち
ま
す
。

　
洞
爺
湖
町
で
は
肥
満
者
の
割
合
が

検
診
受
診
者
の
30
%
を
占
め
て
い
る

こ
と
か
ら
も
、
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
に

「
高
血
圧
」
「
高
血
糖
」
「
脂
質
代

謝
異
常
」
の
い
ず
れ
か
2
項
目
以
上

を
併
せ
も
つ
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
」
の
状
況
が
知
ら
な
い
う

ち
に
血
管
を
傷
つ
け
、
40
代
・
50
代

で
心
疾
患
や
脳
血
管
疾
患
を
発
症
し
、

亡
く
な
っ
た
り
す
る
…
と
関
連
づ
け

ら
れ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　　
そ
こ
で
、
洞
爺
湖
町
で
は
平
成
17

年
度
か
ら
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
対
策
の
一
環
と
し
て
、
生
活
習

慣
病
予
備
軍
を
対
象
に
『
シ
ェ
イ
プ

ア
ッ
プ
く
ら
ぶ
』
を
開
設
し
て
い
ま

す
。

　
『
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
く
ら
ぶ
』
は

1
月
か
ら
3
カ
月
間
、
運
動
編
と
栄

養
編
か
ら
な
る
全
7
回
の
教
室
で
す
。

参
加
料
は
無
料
で
、
運
動

編
・
栄
養
編
と
も
に
外
部

講
師
に
よ
る
講
話
や
実
践

と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

昨
年
の
運
動
編
で
は
体

力
測
定
や
ボ
ー
ル
を
使
っ

た
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、
音

楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か

す
リ
ズ
ム
運
動
な
ど
で
心

地
よ
い
汗
を
か
き
ま
し
た
。
栄
養
編

で
は
「
お
い
し
く
、
賢
く
カ
ロ
リ
ー

セ
ー
ブ
」
を
テ
ー
マ
に
食
事
や
嗜
好

品
の
摂
り
方
に
つ
い
て
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
や
試
食
を
通
し
て
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
初
め
は
知
ら

な
い
者
同
士
と
い
う
緊
張
感
も
あ
り

ま
し
た
が
、
会
を
重
ね
る
ご
と
に
参

加
者
同
士
の
交
流
も
う
ま
れ
、
参
加

者
の
み
な
さ
ま
か
ら
「
た
く
さ
ん
の

運
動
で
楽
し
く
過
ご
せ
た
」
、
「
少

し
で
も
歩
く
よ
う
心
が
け
る
よ
う
に

な
っ
た
」
、
「
よ
く
考
え
て
食
べ
る

よ
う
に
な
っ
た
」
、
「
間
食
に
気
を

つ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
」
な
ど
、
好

評
の
う
ち
に
全
7
回
を
終
了
し
ま
し

た
。

　
こ
れ
ま
で
一
期
生
か
ら
始
ま
り
、

二
期
生
・
三
期
生
と
計
51
名
が
参
加

し
て
い
ま
す
。
な
か
に
は
教
室
参
加

中
に
3
〜
4
㎏
の
減
量
に
成
功
し
た

方
も
お
り
、
実
績
を
積
み
上
げ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
定
検
診
・
特
定
保
健
指
導
の
ス

　
　
タ
ー
ト
に
伴
い
、
今
年
度
か
ら

『
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
く
ら
ぶ
』
の
対

象
者
は
特
定
検
診
を
受
け
た
結
果
、

 

積
極
的
支
援 

と 

動
機
づ
け
支

援 

が
必
要
な
方
と
な
り
ま
す
。

　
内
臓
脂
肪
型
肥
満
を
起
因
と
す
る

糖
尿
病
、
高
脂
血
症
、
高
血
圧
症
は

予
防
可
能
で
あ
り
、
発
症
し
て
も
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
重
症
化
を

予
防
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

洞
爺
湖
町
の
皆
さ
ん
が
検
診
結
果
と

日
頃
の
生
活
習
慣
、
疾
患
発
症
の
関

係
を
理
解
し
、
生
活
習
慣
を
改
善
す

る
こ
と
で
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
い

ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
年
に
1
度
は
特
定
検
診
を
受
診

し
、
ご
自
身
の
健
康
や
日
頃
の
生
活

を
振
り
返
る
機
会
と
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

健康福祉センター　 76－4006

特

平
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メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

　
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は

『
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
く
ら
ぶ
』

年
に
一
度
は

　
　
　
特
定
検
診
を
！

○
・
○
・
○
・
○
・
○
・
○
・
○
・
○
・
○
・
○
・
○
・
○
・
○
・
○

○
・
○
・
○
・
○
・
○
・
○
・
○
・
○
・
○
・
○
・
○
・
○
・
○
・

○
・
○
・
○
・
○
・
○
・
○
・
○
・
○
・
○
・
○
・
○
・
○
・
○
・
○

○
・
○
・
○
・
○
・
○
・
○
・
○
・
○
・
○
・
○
・
○
・
○
・
○
・

わ
が
町
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
対
策

　
『
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
く
ら
ぶ
』

　
　
　
　
　
　
　
　
を
紹
介
し
ま
す
！

"

"

"

"



　
年
末
年
始
は
、
金
融
機
関
や
コ
ン

ビ
二
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
を
狙
っ
た

強
盗
事
件
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
犯

罪
の
発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
安
全
で
平
和
な
年
末
を
送
り
、
希

望
に
満
ち
た
新
年
を
迎
え
る
た
め
に
、

次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
犯
罪
被
害

や
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

・
家
を
留
守
に
す
る
と
き
は
、
必
ず 
 
 
 
 

戸
締
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
多
額
の
現
金
を
持
ち
歩
く
と
き
は
、 

タ
ク
シ
ー
な
ど
の
利
用
や
複
数
で
行

動
す
る
な
ど
し
て
、
ひ
っ
た
く
り
の

被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
・
息
子
や
孫
を
名
乗
る
者
か
ら
、「
現

金
を
振
込
ん
で
欲
し
い
」
な
ど
の
不

振
な
電
話
が
あ
っ
た
ら
、
警
察
や
家

族
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
年
末
年
始
は
、
忘
年
会
や
新
年
会

な
ど
で
飲
酒
の
機
会
が
増
え
、
こ
れ

に
伴
い
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故

の
増
加
も
心
配
さ
れ
ま
す
。

 

「
ち
ょ
っ
と
し
か
飲
ん
で
な
い
か

ら
」
、
「
す
ぐ
近
く
だ
か
ら
」
と
安

易
に
飲
酒
運
転
す
る
と
厳
し
い
処
罰

を
受
け
、
一
生
後
悔
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

◆
酒
気
帯
び
運
転
は
、
3
年
以
下
の

懲
役
ま
た
は
50
万
円
以
下
の
罰
金

◆
酒
酔
い
運
転
な
ら
ば
、
5
年
以
下

の
懲
役
ま
た
は
1
0
0
万
円
以
下
の

罰
金
。

◆
酒
に
酔
っ
た
状
態
で
人
身
事
故
を

起
こ
し
危
険
運
転
致
死
傷
罪
が
適
用

さ
れ
た
場
合
、
負
傷
事
故
で
15
年
以

下
の
懲
役
、
死
亡
事
故
な
ら
ば
最
長

20
年
の
懲
役
と
な
り
ま
す
。

◆
車
・
酒
の
提
供
者
、
同
乗
者
に
対

す
る
罰
則
も
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

 

地
域
・
職
場
・
家
族
で
「
飲
ん
だ

ら
乗
ら
な
い
」
、
「
乗
る
な
ら
飲
ま

せ
な
い
」
、
「
運
転
す
る
人
に
飲
ま

せ
な
い
」
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

 

旭
日
双
光
章
　
地
方
自
治
功
労

　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
大
西
俊
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん（
86
）＝

　
　
　
　
　
　
　
　 

洞
第
１

　
昭
和
50
年
に
洞
爺
村
議
に
初
当
選

以
来
8
期
、
29
年
９
カ
月
間
務
め
、

平
成
３
年
か
ら
同
７
年
に
副
議
長
を

務
め
る
な
ど
地
域
振
興
に
尽
力
。「
一

人
で
貰
え
る
も
の
で
は
な
い
。
自
治

会
の
皆
さ
ん
と
共
に
受
賞
し
た
よ
う

に
感
じ
て
い
ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

 

瑞
宝
双
光
章
　
消
防
功
労

　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
佐
伯
義
視

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん(

71)

＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
沢
西

　
農
業
の
傍
ら
昭
和
34
年
に
洞
爺
村

消
防
団
に
入
団
。
自
治
体
合
併
に
伴

う
虻
田
消
防
団
と
の
組
織
統
合
前
の

最
後
の
団
長
を
務
め
、
49
年
９
カ
月

間
消
防
業
務
に
尽
力
。
「
消
防
団
は
、

１
人
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
消
防

団
全
体
で
い
た
だ
い
た
も
の
で
、
皆

さ
ん
に
感
謝
し
た
い
」
と
謙
虚
に
述

べ
ま
し
た
。

 

旭
日
単
光
章
　
地
方
自
治
功
労

　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
伊
藤
直
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん(

88)

＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
香

　
昭
和
54
年
に
洞
爺
村
議
会
議
員
に

初
当
選
以
来
、
3
期
12
年
間
務
め
地

域
振
興
に
尽
力
。
「
大
き
な
章
を
い

た
だ
い
て
大
変
光
栄
な
こ
と
で
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
の
大
き
な
支
え
の
中

で
続
け
て
こ
れ
ま
し
た
」
と
感
謝
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
黄
綬
褒
章
　
旅
館
業
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
大
西
百
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
さ
ん（
70
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
伊
達
市

　
30
年
以
上
に
わ
た
り
、
お
か
み
業

に
邁
進
し
、
地
域
の
振
興
発
展
に
尽

力
。
「
地
域
の
人
に
支
え
ら
れ
な
が

ら
永
年
や
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

賞
を
励
み
に
改
め
て
が
ん
ば
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

16

住民課・交通防犯係

74－3002
●伊達警察署虻田交番

　　　　　   　　 76－2110

●洞爺湖温泉交番

　　　　　  　　  75－2027

●洞爺駐在所

　　　　　 　　   82－5150

から

年
末
年
始
に
お
け
る

　
犯
罪
及
び
事
故
の
防
止

『
飲
酒
運
転
は

　
　
　
　
　
犯
罪
で
す
』

永
年
の
社
会
貢
献
に
光

永
年
の
社
会
貢
献
に
光

住民課・交通防犯係
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文
時
代
の
人
た
ち
は
、
土
器
や

　
　
石
器
な
ど
狩
猟
や
漁
撈
に
使
わ

れ
る
日
常
的
な
道
具
の
ほ
か
、
信
仰

な
ど
心
の
内
面
に
関
わ
る
道
具
も
つ

く
り
ま
し
た
。
そ
の
代
表
的
な
も
の

が
「
土
偶
」
で
す
。
土
偶
は
縄
文
時

代
早
期
か
ら
み
ら
れ
、
縄
文
時
代
の

終
わ
り
ま
で
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

　
形
は
体
が
十
字
形
の
も
の
や
顔
の

形
が
山
形
の
も
の
、
ハ
ー
ト
の
形
の

も
の
、
顔
が
ミ
ミ
ズ
ク
に
似
て
い
る

も
の
、
亀
ヶ
岡
遺
跡
に
代
表
さ
れ
る

遮
光
器
土
偶
な
ど
な
ど
。
時
代
や
地

域
に
よ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
土
偶
が

つ
く
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
八
ヶ
岳
山
麓
の
棚
畑
遺
跡
で
は
完

全
な
形
で
土
偶
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
縄
文
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
呼
ば

れ
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
土
偶
は
壊
れ
て
い
る
例
が

多
く
、
完
全
な
状
態
で
見
つ
か
る
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　
北
海
道
で
は
、
国
宝
に
指
定
さ
れ

た
著
保
内
野
遺
跡
出
土
の
土
偶
な
ど
、

縄
文
時
代
の
後
半
に
作
ら
れ
た
も
の

が
数
多
く
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
写
真
の
土
偶
は
、
高
砂
貝
塚
か
ら

出
土
し
た
も
の
で
、
縄
文
時
代
晩
期

（
約
2
、
5
0
0
年
前
）
に
つ
く
ら

れ
ま
し
た
。
顔
の
表
現
が
あ
る
も
の

と
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
意
図
的

に
壊
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
腕
が

な
か
っ
た
り
、
体
の
部
分
が
な
か
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。
写
真
の
上
段
右

の
土
偶
は
顔
が
描
か
れ
て
い
て
頭
に

は
飾
り
の
よ
う
な
も
の
を
つ
け
て
い

ま
す
。
ヒ
ト
の
よ
う
に
み
え
ま
す
が

は
っ
き
り
と
し
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
に
土
偶
が
抽
象
的
な
表

現
に
な
る
の
は
、
ヒ
ト
を
形
作
っ
た

も
の
で
は
な
く
縄
文
時
代
の
人
た
ち

が
思
い
描
く
精
霊
を
表
現
し
た
も
の

だ
か
ら
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
高
砂
貝
塚
で
は
ベ
ン
ガ
ラ
を
満
た

し
た
土
器
と
一
緒
に
見
つ
か
っ
た
例

が
あ
り
ま
し
た
（
写
真
上
段
左
）
。

病
気
や
事
故
か
ら
身
を
守
る
た
め
、

あ
る
い
は
死
者
に
対
し
て
再
生
を
願

っ
て
祈
り
を
さ
さ
げ
た
の
で
し
ょ
う

か
。

　
　
ー
コ
ン
は
、
澱
粉
を
ほ
と
ん
ど

　
　
含
ま
ず
、
ク
ラ
フ
ト
オ
リ
ゴ
糖
、

食
物
繊
維
、
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
を
多

く
含
み
、
便
秘
の
解
消
や
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
の
増
加
を
防
ぐ
と
と
も
に
カ

ロ
リ
ー
も
低
い
（
サ
ツ
マ
イ
モ
の
2

分
の
1
以
下
）
根
野
菜
で
す
。
形
は

サ
ツ
マ
イ
モ
に
似
て
い
ま
す
が
、
シ

ャ
キ
シ
ャ
キ
し
た
梨
の
よ
う
な
食
感

で
、
サ
ラ
ダ
や
揚
げ
物
、
炒
め
物
、

漬
け
物
な
ど
調
理
の
用
途
が
広
い
食

材
で
す
。
ま
た
、
ヤ
ー
コ
ン
の
葉
に

は
、
緑
茶
と
同
じ
く
ら
い
の
抗
酸
化

成
分
や
ミ
ネ
ラ
ル
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
ア
ク
抜
き
は
、
刻
ん
だ
後
水
で

10
分
か
ら
15
分
さ
ら
し
た
り
、
酢
水

に
つ
け
て
り
、
サ
ッ
と
湯
通
し
を
し

て
ア
ク
抜
き
を
し
ま
す
。

　
『
ヤ
ー
コ
ン
の
酢
漬
け
』

①
ヤ
ー
コ
ン
（
2
0
0
ｇ
）
の
皮
を

剥
き
、
細
め
の
短
冊
切
り
に
し
て
、

10
〜
15
分
水
に
さ
ら
す
。

②
み
り
ん
2
分
の
1
カ
ッ
プ
、
酢
2

分
の
1
カ
ッ
プ
、
砂
糖
大
さ
じ
4
杯
、

塩
少
々
の
甘
酢
に
漬
け
て
出
来
上
が

り
で
す
。

　
『
ヤ
ー
コ
ン
の
キ
ン
ピ
ラ
』

①
キ
ン
ピ
ラ
ゴ
ボ
ウ
と
同
じ
よ
う
に

千
切
り
に
し
て
、
酢
水
に
つ
け
て
ア

ク
抜
き
を
す
る
。

②
人
参
や
ピ
ー
マ
ン
な
ど
を
入
れ
、

醤
油
、
砂
糖
、
み
り
ん
で
味
付
け
し

て
出
来
上
が
り
で
す
。

＊
ゴ
マ
を
振
り
掛
け
る
と
更
に
美
味

し
く
い
た
だ
け
ま
す
。

　
『
ヤ
ー
コ
ン
の
味
噌
漬
け
』

①
ヤ
ー
コ
ン
は
、
皮
を
剥
き
、
酢
水

に
漬
け
る
（
ま
た
は
1
〜
2
分
茹
で

冷
ま
し
ま
す
）
。

②
味
噌
1
㎏
、
砂
糖
70
ｇ
、
み
り
ん

50
㏄
を
混
ぜ
味
噌
漬
け
床
と
す
る
。

③
①
で
で
き
た
ヤ
ー
コ
ン
に
漬
け
床

を
塗
付
け
る
。

④
い
く
つ
か
の
ポ
リ
袋
に
③
を
分
け

て
入
れ
、
空
気
を
追
い
出
し
て
輪
ゴ

ム
な
ど
で
閉
め
る
。

⑤
ヤ
ー
コ
ン
の
入
っ
た
ポ
リ
袋
を
重

し
を
し
て
熟
成
さ
せ
、
約
2
週
間
す

れ
ば
食
べ
ご
ろ
で
す
。

シリーズ⑥

～自然との
　　 共生を探る～

教育委員会　学芸員   角 田 隆 志

縄

消
費
者
連
絡
会
だ
よ
り

ヤ
ー
コ
ン
の
美
味
し
い

　
　
　
　
　
　
調
理
の
仕
方

高
砂
貝
塚
か
ら
出
土
し
た
土
偶

縄
文
時
代
晩
期

　
　
　
（
約
2
、
5
0
0
年
前
）

<

写
真>

ヤ
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こ
ん に ち は

社会教育です
新 刊 案 内 読書の家

12月の休館日
11日・18日
25日

開館時間
午前10時より午後４時20分まで
（木曜日・祝祭日休館）

■あぶた読書の家　 76 2100

＜一　般＞▽有珠山　火の山とともに（岡田弘）▽必ず

咲かせるはなき67種の剪定（妻牛雄）▽やっぱりモチー

フが好き（村林和子）▽ニットであったか冬支度（林こ

とみ）▽カルトナージ（文化出版局）▽ごちそうパスタ

（原田慎次）▽不連続の世界（恩田陸）▽ギョットちゃ

んの冒険（阿川佐和子）▽誘拐児（翔田弘）▽季節風・

冬（重松清）▽ふたり旅（津村節子）▽人間も偽装が好

き（渡辺淳一）▽草すべり（南木佳士）

＜児童書＞▽崖の上のポニョ（徳間書店）▽13歳からの

シンプルな生き方（船井幸雄）

■みずうみ読書の家　 75 4702

祝日 23日

＜一　般＞▽青春の終わった日（清水真紗子）▽柳生薔

薇剣（荒山徹）▽華族夫人の忘れ物（平岩弓枝）▽告白

（湊かなえ）▽有珠山　火の山とともに（岡田弘）▽萬

葉集物語（森岡美子）▽漬け物百科（家の光協会　編）

▽ワイド版　自然景観の読み方・地図を読む・日本列島

の生い立ちを読む・雲と風を読む・森を読む・山を読む 

全5 ▽今さら聞けない科学の常識・パソコンは日本語を

どう変えたか・怖いくらい通じるカタカナ英語の法則 

ＢＬＵＥ　ＢＡＣＫＳ　編

イベント・催し物

■期　間　3月18日まで

          毎週水曜日　

          午前9時30分～正午

■場　所　母と子の舘体育館

■会　費　1人300円

■持ち物　クラブ…ソールに布な         

          どをはってください。

　　　　　ボール…室内用など

■問合せ　室内パークゴルフ同好  

          会　代表 青木謙

                    　76－3589

　

　体育指導委員として、永年活動

されてきた方々が表彰の栄誉を受

けました。受賞者は次のとおり。

　

文部科学大臣表彰
　　　　　　▽鈴木良彦さん(72)          

              ＝(かっこう台区）

　　　　　  　　昭和41年から永   

              きにわたり、体育

              指導委員として、

町民のスポツ・レクリエーション

活動の推進に貢献し、スポーツの

発展に尽力。

 
北海道体育指導委員功労者
　▽塩田  満さん(50)=(洞第４）

               

　　　　　　　　昭和60年から永 

              きにわたり、体育

　　　　　　　指導委員として、

　　　　　　　町の体育振興に貢

　　　　　　　献し、スポーツの

発展に尽力。

胆振管内体育指導委員功労者

　         

　平成10年から永きにわたり、体

育の振興に貢献。

室内パークゴルフ
　　　のお知らせ

永年の社会教育活動に光

▽藤原 正男さん(58)

＝(温５区）

▽森 幸子さん(64)

 ＝(虻7区）
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「
地
震
防
災
対
策
特
別
措
置
法
」

が
平
成
20
年
6
月
18
日
に
改
正
さ
れ
、

地
方
公
共
団
体
の
設
置
す
る
小
中
学

校
等
の
校
舎
等
に
つ
い
て
、
耐
震
診

断
の
実
施
と
公
表
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。

　
町
内
の
小
中
学
校
施
設
の
耐
震
診

断
の
結
果
を
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
洞
爺
湖
町

教
育
委
員
会
管
理
課
及
び
洞
爺
総
合

支
所
内
社
会
教
育
課
分
室
で
も
閲
覧

で
き
ま
す
。

　
洞
爺
湖
町
教
育
委
員
会
管
理
課
　

　
　
74-

3
0
0
9

　
し
尿
収
集
運
搬
及
び
浄
化
槽
汚
泥

の
処
理
に
つ
い
て
、
洞
爺
湖
町
を
含

む
1
市
3
町
で
構
成
す
る
胆
振
西
部

衛
生
組
合
で
共
同
処
理
を
し
て
い
ま

す
。

　
衛
生
組
合
の
施
設
の
老
朽
化
等
に

よ
る
今
後
の
維
持
費
負
担
軽
減
の
た

め
、
伊
達
市
の
上
水
道
処
理
施
設
で

の
ミ
ッ
ク
ス
処
理
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
と
も
な
い
、
平
成
21
年
4

月
1
日
か
ら
、
し
尿
及
び
浄
化
槽
汚

泥
の
処
理
に
関
す
る
事
務
を
伊
達
市

に
委
託
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
申
込
（
受
付
）
や
し
尿
処
理
等
の

手
数
料
の
納
入
に
つ
い
て
は
、
今
ま

で
と
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
委
託
業
者

へ
の
現
金
納
入
と
利
用
者
が
納
付
書

で
納
付
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
の
で
、

未
納
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

住
民
課
住
民
係
　
　
74-

3
0
0
2

　
季
節
労
働
者
の
通
年
雇
用
促
進
の

た
め
に
次
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
実
施
事
業
　
①
企
業
向
け
セ
ミ
ナ

ー
　
②
季
節
労
働
者
向
け
通
年
雇
用

化
セ
ミ
ナ
ー
③
求
人
開
拓
事
業
　
④

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
講
習
　
⑤
資
格
取

得
支
援
事
業

■
実
施
時
期
　
平
成
21
年
3
月
20
日

　
　
　
　
　
　
ま
で

■
詳
　
　
細
　
商
工
観
光
水
産
課
内

　
　
　
　
　
　
西
胆
振
地
域
通
年
雇

　
　
　
　
　
　
用
促
進
協
議
会
事
務

　
　
　
　
　
　
局
（
　
０
１
４
２-

23-

３
３
３
１
　
内
線
５
３
２
）

　
善
意
の
ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

●
町
へ
の
寄
附
物
品

▼
洞
仁
会
洞
爺
温
泉
病
院
（
中
谷
玲

　
二
理
事
長
）
は
5
万
円

▼
な
な
か
ま
ど
の
会
は
2
万
円

▼
佐
々
木
勝
敏
さ
ん
（
清
水
区
）
は

　
6
、
5
0
0
円

▼
尾
形
久
子
さ
ん
（
入
4
区
）
は
10

　
万
円

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
な
な
か
ま
ど
の
会
は
2
万
円

〈
寄
附
物
品
〉

▼
千
葉
征
子
さ
ん
（
入
1
区
）

▼
遠
藤
仲
子
さ
ん
（
虻
2
区
）

▼
沼
田
千
枝
子
さ
ん
（
虻
5
区
）

▼
大
岡
昭
三
さ
ん
（
虻
2
区
）

▼
高
津
み
よ
さ
ん
（
入
4
区
）

▼
鈴
木
ミ
ツ
さ
ん
（
虻
1
区
）

inform ation
町
立
小
中
学
校
施
設
の

耐
震
診
断
結
果
の
公
表

心
か
ら
お
く
や
み

　
　 
 
 

申
し
あ
げ
ま
す

故千葉　昴さん
■10月9日死去
■68歳■遺族は
征子さん■入1区

故磯貝  キクさん
■10月12日死去
■86歳■遺族は
神馬久夫さん■入4区

故中静 ノブさん
■10月10日死去
■90歳■遺族は
美智子さん■本5区

故土屋 ギンさん
■10月13日死去
■94歳■遺族は
幸一さん■本5区

故原　タカさん
■10月17日死去
■94歳■遺族は
昌明さん■財田区

故大西 幸子さん
■10月16日死去
■84歳■遺族は
半田壽子さん■清水区

故大久保 千慧子さん
■10月18日死去
■79歳■遺族は
誠一さん■本5区

　
最
愛
の
ご
家
族
を
亡
く
さ
れ
、ご
冥
福
を
心
か
ら

お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
ご
遺
族
の
上
に
も
限
り
な
い
ご
加
護
と
、故
人
の

み
た
ま
が
安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
る
こ
と
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

故新妻久次郎さん
■10月9日死去
■89歳■遺族は
マツエさん■本4区

寄 

付

故木須 ハルエさん
■10月22日死去
■89歳■遺族は
一彦さん■温3区

故齊藤　修さん
■10月28日死去
■54歳■遺族は
実代子さん■入4区

し
尿
等
の
処
理
に
係
る

事
務
の
委
託
に
つ
い
て

西
胆
振
地
域
通
年
雇
用
促
進

協
議
会
よ
り
通
年
雇
用
を
希

望
さ
れ
る
皆
様
へ



　
役
場
と
町
関
係
施
設
の
年
末
年
始

の
休
日
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　　
役
場
の
休
日
は
、
12
月
31
日
〜
1

月
5
日
ま
で
で
す
。
死
亡
届
な
ど
の

戸
籍
用
務
は
、
警
備
員
が
受
付
け
ま

す
。

　
収
集
業
務
の
休
日
は
、
12
月
31
日

〜
1
月
4
日
で
す
。
5
日
か
ら
区
域

ご
と
に
通
常
ど
お
り
収
集
を
開
始
し

ま
す
。

　
本
町
・
洞
爺
湖
温
泉
・
花
和
・
月

浦
地
区
は
、
12
月
30
日
に
一
斉
収
集

（
資
源
ご
み
は
除
く
）
を
行
い
ま
す
。

洞
爺
地
区
は
、
12
月
29
日
の
燃
や
せ

る
ご
み
・
資
源
く
ん
（
生
ご
み
）
の

収
集
を
最
終
と
し
ま
す
。
朝
8
時
ま

で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
注
意

・
洞
爺
湖
温
泉
・
花
和
・
月
浦
地
区

の
1
月
の
燃
や
せ
な
い
ご
み
の
収
集

は
、
15
日
の
1
回
で
す
。
1
月
1
日

は
中
止
し
ま
す
。

・
本
町
地
区
1
月
1
週
の
資
源
ご
み

の
収
集
は
休
み
で
す
。

・
洞
爺
地
区
の
燃
や
せ
る
ご
み
の
収

集
は
、
5
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。

な
お
、
1
月
1
日
（
木
）
の
不
燃
物

の
収
集
は
、
1
月
7
日
（
水
）
に
変

更
し
ま
す
。

　
12
月
30
日
〜
1
月
5
日

　
12
月
30
日
〜
1
月
5
日

　
12
月
30
日
〜
1
月
5
日

　
12
月
30
日
〜
1
月
5
日

　
12
月
30
日
〜
1
月
5
日
。

　
12
月
31
日
〜
1
月
1
日

　
た
だ
し
、
1
月
2
日
〜
4
日
ま
で

の
開
館
に
つ
い
て
は
、
午
前
10
時
〜

午
後
3
時
ま
で
で
す
。
5
日
か
ら
通

常
営
業

　
　

　
12
月
30
日
〜
1
月
5
日

　
12
月
29
日
〜
1
月
5
日
。
6
日
か

ら
通
常
営
業

　
12
月
31
日
〜
1
月
5
日
。
6
日
か

ら
通
常
営
業

　
12
月
31
日
〜
1
月
3
日
。
4
日
か

ら
通
常
営
業

　
1
月
1
日
〜
1
月
4
日
（
4
日
は

日
曜
日
の
た
め
休
業
）
。
12
月
31
日

は
午
前
11
時
〜
午
後
3
時
ま
で
営
業
。

年
始
は
5
日
か
ら
通
常
営
業
。

　
12
月
31
日
〜
1
月
1
日
。
2
日
か

ら
通
常
営
業
。

　

20

年末年始の
休日の
お知らせ

年末年始の
休日の
お知らせ

役
場
業
務

ご
み
収
集
業
務

あ
ぶ
た
ふ
れ
合
い
セ
ン
タ
ー

あ
ぶ
た
体
育
館

あ
ぶ
た
母
と
子
の
館

あ
ぶ
た
・み
ず
う
み
読
書
の
家

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
・火
山
科
学
館

洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー

洞
爺
水
の
駅

道
の
駅
あ
ぷ
た

道
の
駅
と
う
や
湖

松
の
湯

洞
爺
い
こ
い
の
家

日付　 当番業者　　連絡先

12月31日(水)

 1月１日(木)

 1月２日(金)

１月３日(土)

１月４日(日)

１月５日(月)

亀倉建設(株)

(有)齋藤設備工業

(株)合田設備

菖蒲設備

ホッコー建設運輸(株)

(有)大和設備

(株)大西土地開発

(有)栄設備

亀倉建設(株)

菖蒲設備

(株)合田設備

(有)齋藤設備工業

0142-76-2448

0142-75-2707

0142-76-5254

0142-76-4566

0142-76-3418

0142-76-3197

0142-74-2660

0142-75-4500

0142-76-2448

0142-76-4566

0142-76-5254

0142-75-2707

町
内
水
道
当
番
業
者

　し尿収集は、胆振西部1市3町で構成する「胆振西部衛生組合」が
運営し、衛生組合が委託する民間の収集業者が汲取り作業をします。
◆し尿収集の申込みはお早めに
　申込があってから通常14日以内に、し尿収集に伺いますが、毎年
年末年始は混雑します。余裕をもって申込んでください。12月22日
までに申込みがあったものについては、年内中に汲取りを行う予定
です。年明けは、1月6日からの汲取りになります。
◆冬期間のし尿収集
　冬期間、積雪や寒冷のため収集作業に支障をきたすことがありま
す。円滑に収集できるよう、除雪や凍結防止にご協力ください。
◆し尿汲取り料金について
　し尿収集が終わりましたら、その場で委託収集業者に現金で納め
るか、納付書納付により金融機関で納めてください。
　なお、汲取り料を納め忘れた場合、し尿収集することが出来ない
場合がありますのでご注意ください。
◆留守の場合は
　し尿収集する予定日ごろに留守にされますと、十分な収集ができ
ない場合があります。ご協力お願いいたします。
　　　　　
　　　　　住民課住民係　　　 7 4 - 3 0 0 2　　
　　　　　洞爺湖温泉支所　　 7 5 - 2 2 8 1
　　　　　洞爺総合支所      8 2 - 5 1 1 1

年末年始のし尿処理のお願い年末年始のし尿処理のお願い

洞
爺
湖
芸
術
館

■　定時登録選挙人名簿登録者数　　男…4,1 1 3人　女…4,9 0 2人　　計　9,0 1 5人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平成20年1 2月2日現在)
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「さわやか」

の　行　事　予　定

12月
＜「さわやか」トレーニングルーム一般開放＞

火・木・土曜日

　　　　午後 1時～午後8時30分

日曜日　午前10時～午後5時30分

※但し両施設とも祝祭日は除きます。原則的に中学生以下はご利用になれません。

 ＜洞爺ふれ愛センタートレーニングルーム一般開放＞

 月～金曜日

　　午前8時45分～午後5時30分

行　　　　事　　　　予　　　　定

日　　程　　名　　称　　 時　　間　　　会　　場

 12月12月(金）

     16日(火）

     19日(金）

     26日(金）

 12月12日(金）

 12月19日(金）

     

洞爺総合支

所

本町保育所

健康福祉セ

ンター

健 康 診 断 ・ 予 防 接 種

日　　程　　名　　称　　 時　　間　　　会　　場

12月28日(木)

 

午前10時～

12時

午前10時～

11時30分

午前10時～

11時30分

■連絡先　洞爺湖町健康福祉センター

76－4006 (健康指導係)

洞爺地区

健康相談

保育所開放

親子ふれあ

い遊び

乳児検診

受付

午後1時～

1時30分

健康福祉セ

ンター

　　　　男……4,990人 女……5,668人　計……10,658　世帯…5,245世帯

今月のワンショット

1月の「さわやか」行事予定
◆洞爺地区健康相談/1月9日(金)・13日(火)・16日

(金)・20日(火)・23日(金)・27日(火)(洞爺地区）

◆保育所開放/1月9日(金)・16日(金)(本町保育所)

/30日(金)(入江保育所）

◆フッ素塗布/1月15日(木)(洞爺地区）

◆親子ふれあい遊び/1月23日(金)(健康福祉センター）

◆乳児検診/1月29日(木)(健康福祉センター）

人口と世帯の動き人口と世帯の動き
(平成20年10月31日現在）

　早いもので、今年も12月を迎えました。今年は、サ
ミットいうビッグイベントがあり、町にとっても歴史
的な年となりました。▼このサミットの効果を、今後
どういかしていくのか、これからの大きな課題といえ
ます。▼財政の問題など、多くの課題を抱えている町
ですが、私達がまだまだきづいていない様々な郷土の
資源を活用し、なんとかこの状況を好転させていきた
いものです。                                （H.O）

日　  　時　平成21年1月18日（日）　
            午前8時30分～正午ころ
会　  　場　洞爺湖町テニスコート（母と子の館
                   体育館上）
参 加 資 格  洞爺湖町在住者又は事業所が洞
            爺湖町にあるもの。中学生以上
           （男女問わず）個人での参加もＯ
            Ｋです。興味のある方お待ちし
            てます。(いずれかのチームに入
             ります。）
チーム編成　監督1名、競技者9名（但しコート内
                    のプレーヤーは7名、監督も競技者
                    を兼ねる事ができる）
参　加　料　1チーム　1,000円
申込問合せ　担当者　岩倉美視　
                 090-2873-2073   76-5592

第5回洞爺湖町雪合戦大会
（ＡＢＵＴＡ　ＣＵＰ）開催

中学生チーム大募集！！

レディースチーム　ハンディいっぱい上げます！！！

感動と興奮の雪合戦はいかが。！！！！

第5回洞爺湖町雪合戦大会
（ＡＢＵＴＡ　ＣＵＰ）開催

東奔西走

＊「さわやか」と「洞爺ふれ愛セン

ター」のトレーニングルームの年末

・年始の休日は12月31日～1月５日

です。

和やかな雰囲気の中開かれた
虻田吹奏楽団定期コンサート
和やかな雰囲気の中開かれた
虻田吹奏楽団定期コンサート
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